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1節長崎県地婦連の目的
長崎県地域婦人連絡協議会は長崎県下に約83，000人の会員をかかえる民主団
体で，様々な所で会議を行って，多いときには2，000人程の会の前で，女性問
題や子供達の問題について話し合っています。相手は全部女性です。
婦人会の成り立ちと，我々の運動がなぜ環境問題をとりあげたのかというと
ころから，話したいと思います。我々婦人会は政党にはまったく関係ありませ
ん。運営資金については 3分の lは会費で，残りは生活協同組合に入って生
活必需品の売上げの 4%のマージンで賄っています。
こういう団体ですので，我々は自分で歩いて，勉強をして，それから実践に
移すという事を繰り返しやっています。私は入会して32年，会長になって12年
になります。この32年間で学習した事，身につけた事，また長崎市，長崎県内
がどのように変わっていったかについて，我々主婦の目から見て気づ、いた事を
お話していきたいと思います。
我々の団体は昭和23年にできたのですが，そのときは終戦直後であり，アメ
リカの許可を得ないと会議ができないという状態の中で，会が結成されまし
た。まだ婦人の地位も向上しない時代で，女性であるために学習もできない人
たちを救い上げるというのが，我々の会の目的でした。
2節 いろいろな地婦連の活動と背景
我々婦人会が真っ先に取り組んだのは，食生活についてでした。つまり，食
べ物に関する様々な苦情を，役所に申し立てるといった活動をしていました。
そして，私が事務局長になった時分は，経済が成長して食生活も充実してき
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たのですが，それに反して合成洗剤による害が現れ始めていました。そこで，
そういうものを無くしていこうといった活動を行っていました。我々の会のほ
とんどの人が既婚者であり家庭を守る主婦でありますので，母親の立場から子
供たちを戦争にやるたくないという願いを込めて，昭和30年頃から平和運動に
も参加しています。
また，食生活は楽になったけれど，様々な食品の添加物によって海が汚染さ
れたり，体にも害があるという事を学習して，それをどういう実践に移してい
くかということも，活動の一つであります。つまり，話し合いだけではなく活
動もしてし、かなくては，こういった問題は少しも解決してし、かないので，話し
合いをした結果を踏まえて，行政や企業と意見交換をしております。
昭和47年にオイルショックがありましたが，その頃，合成洗剤の問題が漁婦
連の協力などによって徹底され，我々も長崎の企業に対して合成洗剤の撤廃を
要請する運動を行って，ある程度理解を得られたのですが，オイルショックに
よってこれらの運動がすべて無駄になってしまいました。つまり，品不足のた
めに，倉庫にあった合成洗剤がすべて居頭に出てしまいました。そこで，こう
いう問題を真剣に考えなくてはならないという理由から，生活協同組合に入り
ました。そして，その中でどういう物が子供に害を与え，街や海を汚すのかと
いう事を学習しながら，商品を選択してきました。
以上のような事から，我々はゴミの問題と川の環境問題に取り組んでいきま
した。私は昭和21年に佐世保に引き上げてきて，昭和24年に長崎に入ったので
すが，そういう生活の中で戦前・戦中・戦後の時代の移り変わりに対応してき
ました。そして，私達は私達なりに，婦人団体の中でその時その時を上手に対
応をして，なにか世の中で事が起こった時，市民としてまたは県民としてどの
ように対応して行くべきかを肌で感じながら学習してきました。さらに学習し
たうえで，我々は何をすべきかを勉強してきました。かといって，活動がすべ
て成功しているわけではありません。
環境問題についても，やはり最終的には我々だけの力だけではなく，みんな
が立ち上がらなければ決して解決できないと思います。様々な団体や行政また
は企業が，それぞ、れ環境問題について取り組んでいますが，これからはそれぞ
れが同じ場に立ち意見を出し合わなければ，ついまでたっても街はきれいにな
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らないし長崎県はいつまでたっても九州で一番ゴミの多い県であり続けるで
しょう。
我々の運動は，決して「婦人会が一番活動しているんだ」という大それた考
えではなく私たちも活動しているから一緒にやりましょう」という考えを
主旨としています。日本の経済は主婦の目から見ても，生活の水準は上がって
きています。戦前・戦後と生きてきた私達にとっては，お金は貯まらなかった
けれど，衣・食・住といった生活に必要なものが十分満足のいくようなレベル
になっているのは事実です。経済が成長すると，大量生産になり，大量消費と
なります。そうなると，企業側にしてみれば，多少添加物が多くても売れる物
を安く売ろうとします。我々は便利なときにはなにも思わないけれど，例えば
ゴミの量が増えて行政側からゴミの量を少なくするように言われると，努力す
ることは努力しますが，限界があります。それならば，企業に紙を減らすよう
な運動をさせようではないか，という考えに行き着きます。このような地域の
意見が結集されて，私達の、活動に結び、ついているわけです。
3節 ゴミの問題とリサイクル運動
ゴミ問題について最初に取り組んだのが，市町村における一般廃棄物処理の
実態調査でした。県下の市町村に対して，①廃棄物処理の予算，②分別収拾形
態，③家庭からでるゴミで一番多いゴミは何か? ④回収したゴミの処理方
法，⑤担当官の消費者に対する意見や要望および提言を質問しました。その結
果， 87%の所から回答を頂きました。問題があったのは，長崎市・佐世保市・
諌阜市で，その他の市町村ではゴミ処理はうまくいっているという事が分かり
ました。質問③に関して言うと，家庭から出るゴミのなかで一番多いのは紙く
ずであり， 65%を占めているという結果が得られました。その原因としては，
スーパーマーケットや百貨屈の過剰包装が考えられます。ほとんどの市町村
が，現在はゴミの処理能力は余裕があるが，そのうち限界になるでしょうと考
えています。特に珍しかったのは，南高来郡の12の市町村は， 3っか4つの市
町村が一緒になってゴミ処理を行っているということでした。また，ゴミは分
別収集をやったほうが良いという事でした。長崎市では既に分別収集を実施し
ていますが，他の市町村ではまだ実施していないようです。つまり，燃えるゴ
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ミも燃えないゴミも一緒にしているところが多いようです。
また，ゴミ処理の担当官の話ですが，資源の大切さを消費者に学習させてほ
しいという事と， リサイクル運動を奨励してほしいという事でした。長崎県で
は，一日一人あたり864グラムのゴミを，つまり大都会並みのゴミを出してい
るそうで，九州ではずば抜けて 1位だそうです。こういう悪いデータを見る
と，我々主婦の責任ではないかと感じます。また，我々は「ゴミから生活を考
える」というものを纏めましたが，これは長崎市・諌早市・大村市・佐世保
市，そして市外地として時津町・長与町・多良見町で対話集会を聞き，行政と
企業との意見交換を行い，それを調査したものです。
いま現在，我々が取り組んでいるのは次のような事です。例えば主婦がスー
パーマーケットに買い物に行くとき，それぞれが買い物袋を持参して，袋を底
からもらわなかった場合シールをもらって，シールをある程度集めると，それ
が商品券になるといったようなシステムを考えています。つまり，このことに
よって買い物袋の量を減らし，ゴミを減らそうという考えです。
また，使用済みの牛乳ノfックを洗ってリサイクルするという活動が，市長や
企業の協力によって実際に諌早市で行われています。また，これで得られた資
金は福祉に活用されているそうです。
ゴミを出さないためには，牛乳を紙ノfックではなくピンにすればよいと思う
のですが，企業は反対しています。
先ほど，行政の人から資源の大切さを学習させようという話をしましたが，
「リサイクルの手引き書Jというものを作って， これを子供たちの教育の場に
用いたら良いと思います。私は社会教育委員をしていましたが，子供たちに消
費者教育をすることによって， リサイクルの重要さを学習させる必要があると
思います。
話は変わりますが，何かの運動をする場合に，それぞれの団体がぱらぱらに
やるのではなく，各団体の活動主旨で共通したものを探して，その共通した主
旨に向かつて多くの団体がまとまって活動してし、かなければ，運動は広がらな
いと思います。よって，先ほど述べた運動も，行政や団体などがぱらぱらに
やっても少しも広がっていかないのです。広がっていかないと，運動の意味は
無いと思います。
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また，長崎市ではゴミ袋が無料で配布されているのですがそのせいでゴ
ミの量が増えるのだJ，rゴミ袋は有料にすべきだJと他の市町村から言われた
ことがあったそうです。私たちとしては，ゴミの量を減らすためには，こうい
う事も考えなくてはならないと思い，先日市長さんにこの話をしました。する
と，ゴミ袋を無料配布するのに8，000万円かかるそうです。もし，ゴミ袋の無
料配布をやめると，自治会に加入する市民が減ってしまい，それに伴う諸々の
費用が8，000万円以上かかってしまうのだそうです。
平成3年になって，私たちは県の環境保全課の協力を得て台所において
資源をし、かにうまく利用できるかJ，r環境に悪影響を及ぼすような事はどうす
れば妨げるかJという両面から，環境問題について考えてきました。それに
{半って，漁協婦人部と一緒に河川生物調査を行いました。壱岐，平戸，北高来
郡，大村，諌早，長崎の川や県内の湾について調査しました。その結果，壱岐
は川が汚いと言う事が分かりました。また，北高来郡の南部や平戸の川は，沢
蟹が生息しているほどきれいな川であるという事が分かりました。沢蟹が生息
している川が一番きれいな川だそうです。また，川平や矢上辺りの川はあまり
いい川ではありませんでした。また，大村湾の汚染度を調査したのですが，大
村湾の汚染の65%は生活排水だそうです。
4節将来に向けての課題
いろいろな活動をやってきて，我々の住民としての活動は責任があると思っ
ています。そこで， これから我々が取りくむべきことは，ゴミの60%が包装紙
であるという事が分かりましたから，消費者としてゴミをなるべく作らないた
めに努力しようと思います。例えば，買い物の際には買い物袋を持って行った
り，包装紙がいらないようなものを買おうといったようなことです。そして，
自然が害される事がないように，自然を大切にしていきたいと思います。長崎
県は北海道の次に海岸線の長い県であります。また，長崎県は世界中から観光
地として注目されている県であります。こういった長崎県の美しい面を守るた
めには，我々住民の常日頃からの運動や活動が重要であると思います。また，
住民には美しい海を守る義務があると思います。例えば，台所は川または海の
入り口であると言われるように，台所から汚いものを流さないようにすべきで
- 45 -
す。
以上のような運動や活動は，ある団体だけがやれば広がっていくというもの
ではなく，企業と消費者と行政の 3つが一緒になって意見交換をしたり，それ
ぞれができることからやっていかなければ，我々の努力は結ぼれていかないと
思います。
「こういった事は当然の事で，自分もそういった気持ちでやっているのだ」
と思われている方が多いのでしょうが，やはりそれを実行に移さなければ絵に
書いた餅と同じであります。
我々の会は，男女平等だから男は家庭内の仕事もやりなさい，といったよう
な方針で活動している訳ではありません。我々は，きれいな街づくりのために
努力をしています。
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